
韓
国
の
玉
東
瑚
（
オ
ク
・
ド
ン
ホ
、

日
韓
交
流
支
援
セ
ン
タ
ー
代
表
の
通
訳
）

さ
ん
か
ら
、
建
交
労
東
京
都
本
部
に
電

話
が
あ
っ
た
の
は
２
月
末
の
昼
過
ぎ
で

し
た
。
「
京
畿
高
速
（
キ
ョ
ン
ギ
コ
ソ

ク
）
労
働
組
合
が
、
バ
ス
関
連
支
部

（
京
王
新
労
組
）
と
懇
談
を
希
望
し
て

お
り
、
そ
の
た
め
の
訪
日
を
計
画
し
て

い
る
。
３
月
３
１
日
（
火
）
～
４
月
２

日
（
木
）
の
２
泊
３
日
の
日
程
で
、
飛

行
機
と
宿
泊
先
は
仮
抑
え
し
て
あ
り
、

い
ず
れ
か
の
日
に
会
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

京
王
新
労
組
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て

連
絡
し
ま
し
た
。
」
と
の
こ
と
。
京
畿

高
速
労
組
は
、
京
畿
道
（
キ
ョ
ン
ギ
ド

・
ソ
ウ
ル
に
隣
接
す
る
韓
国
第
２
の
都

市
地
域
）
を
拠
点
に
活
動
し
て
い
る
韓

国
最
大
手
の
バ
ス
会
社
グ
ル
ー
プ
の
ひ

と
つ
の
組
合
で
す
。
韓
国
に
は
、
韓
国

労
働
組
合
と
韓
国
民
主
労
働
組
合
の
２

つ
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、

こ
の
度
来
日
さ
れ
た
京
畿
高
速
労
組
は
、

前
者
に
加
盟
し
て
い
ま

す
。
両
組
織
の
立
ち
上

げ
経
過
は
異
な
り
ま
す

が
、
加
盟
し
て
い
る
組

織
は
、
同
業
種
の
協
議

会
な
ど
で
共
闘
し
て
ス

ト
ラ
イ
キ
を
実
施
す
る

な
ど
、
国
内
で
産
業
別
に
大
き
な
影
響

力
を
持
っ
て
い
ま
す
。

懇
談
当
日
の
４
月
２
日
（
木
）
は
韓

国
か
ら
３
１
名
、
日
本
か
ら
５
０
名
と

ラ
パ
ス
ホ
ー
ル
は
満
員
に
。
松
田
執
行

委
員
長
の
歓
迎
の
言
葉
に
続
き
、
全
労

連
布
施
国
際
局
長
、
東
京
地
評
井
澤
事

務
局
長
、
国
土
交
通
労
組
山
崎
委
員
長
、

顧
問
の
尾
林
弁
護
士
が
来
賓
挨
拶
を
さ

れ
、
懇
談
は
京
王
新
労
組
の
佐
々
木
仁

委
員
長
、
藤
山
書
記
長
、
京
畿
高
速
労

組
の
キ
ム
・
ス
グ
ン
会
長
を
中
心
に
す

す
め
ら
れ
ま
し
た
。
京
畿
高
速
労
組
は

「
韓
国
の
バ
ス
運
転
手
は
、
年
収
約
８

０
０
万
、
週
５
日
、
１
日
９
時
間
労
働
、

京
畿
高
速
バ
ス
で
は
入
社
制
限
と
し
て

２
年
の
経
験
を
要
す
る
。
個
人
の
無
事

故
手
当
は
５
０
０
０
円
／
月
、
チ
ー
ム

と
し
て
１
年
間
無
事
故
な
ら
全
員
に
１

０
万
円
の
手
当
が
付
く
。
」
と
説
明
。

京
王
新
労
組
か
ら
は
、
無
事
故
手
当

が
廃
止
さ
れ
１
日
１
６
時
間
の
拘
束
を

含
む
長
時
間
労
働
で
や
っ
と
年
収
７
０

０
万
円
の
実
態
を
紹
介
。
京
畿
高
速
労

組
の
仲
間
か
ら
は
「
ど
う
や
っ
た
ら
み

な
さ
ん
の
賃
金
が
あ
が
る
の
か
？
」
と

の
問
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
他
、
限
ら

れ
た
時
間
の
中
で
労
働
条
件
な
ど
の
交

流
が
出
来
ま
し
た
。
休
憩
時
間
な
ど
に
、

シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
大
熊
さ

ん
と
、
い
ろ
そ
ら
！
合
唱
団
（
い
ろ
そ

ら
！
は
日
本
語
で
「
た
ち
あ
が
れ
！
」

韓
国
の
民
主
化
運
動
を
き
っ
か
け
に
日

韓
交
流
を
目
的
に
結
成
）
が
会
場
を
華

や
か
に
彩
り
ま
し
た
。
両
国
友
好
の
証

と
し
て
、
日
本
か
ら
は
、
都
本
部
書
記

局
の
お
墨
付
き
、
餅
入
り
最
中
と
建
交

労
の
ロ
ゴ
入
り
ス
テ
ッ
カ
ー
や
バ
ッ
ヂ
、

中
央
本
部
提
供
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
な
ど

を
贈
呈
。
京
畿
高
速
労
組
か
ら
、
高
麗

人
参
の
サ
プ
リ
と
螺
鈿
（
ら
で
ん
）
の

装
飾
が
施
さ
れ
た
名
刺
入
れ
と
ボ
ー
ル

ペ
ン
の
セ
ッ
ト
を
頂
き
ま
し
た
。

全
労
連
布
施
国
際
局
長
に
よ
れ
ば
、

韓
国
の
労
働
組
合
の
激
励
訪
日
は
、
頻

繁
で
は
な
い
も
の
の
、
慣
習
の
よ
う
で

す
。
京
畿
高
速
労
組
の
仲
間
は
、
京
王

新
労
組
の
仲
間
が
発
言
す
る
度
に
沢
山

の
拍
手
を
送
っ
て
下
さ
り
、
情
熱
的
か

つ
温
か
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
石
塚
副
委

員
長
が
閉
会
挨
拶
で
「
今
度
は
わ
た
し

た
ち
が
韓
国
に
行
く
番
で
す
ね
」
と
述

べ
た
言
葉
に
、
多
く
の
日
本
の
仲
間
が

共
感
し
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
京
畿
高

速
労
組
の
み
な
さ
ん
、
改
め
て
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
韓

国
と
日
本
、
両
国
の
労
働
者
は
仲
間
で

す
。佐

々
木
仁
委
員
長
の
呼
び
か
け
に
結

集
し
て
下
さ
っ
た
、
た
く
さ
ん
の
日
本

の
仲
間
の
み
な
さ
ん
、
改
め
ま
し
て
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

【
書
記
長

笹
原

和
樹
】
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バ
ス
関
連
支
部
（
京
王
新
労
組
）
と
韓
国
の
京
畿
高
速
労
働
組
合
が
懇
談

日
韓
の
バ
ス
運
転
手
の
労
働
組
合
が
労
働
条
件
や
組
合
活

動
に
つ
い
て
懇
談
と
エ
ー
ル
の
交
換
～
た
と
え
国
と
国
が

争
う
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
労
働
者
は
仲
間
で
す
～

韓
国
で
は
た
た
か
う
労
働
組
合

の
力
で
労
働
条
件
を
向
上

京
畿
高
速
労
組
の
皆
さ
ん
、
勇

気
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す



全
国
ト
ラ
ッ
ク
部
会
統

一
宣
伝
日
の
４
月
３
日

（
金
）
、
神
奈
川
・
東
京

・
埼
玉
・
新
潟
・
兵
庫
・

愛
知
・
大
阪
・
京
都
・
福

岡
・
静
岡
の
各
地
で
宣
伝

行
動
が
取
り
組
ま
れ
ま
し

た
。
東
京
ト
ラ
ッ
ク
部
会

は
、
朝
７
時
～
９
時
に
Ｊ

Ｒ
京
葉
線
新
木
場
駅
前
で

宣
伝
行
動
を
開
催
し
、
７

名
（
神
田
支
部
３
、
豊
島

運
送
支
部
１
、
東
京
ト
ラ
ッ

ク
支
部
２
、
東
京
都
本
部

１
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

新
木
場
駅
周
辺
に
は
、
大

き
な
物
流
基
地
が
混
在
し
、

通
勤
す
る
方
が
多
く
い
る
こ
と
や
、

観
光
客
が
乗
り
換
え
す
る
タ
ー
ミ
ナ

ル
駅
と
し
て
も
多
く
の
人
々
が
利
用

し
て
い
ま
す
。
７
時
よ
り
声
出
し
宣

伝
行
動
を
、
開
始
し
ま
し
た
。
参
加

者
は
自
ら
マ
イ
ク
を
握
り
、
運
輸
業

界
に
対
す
る
思
い
を
発
信
し
ま
し
た
。

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ビ
ラ
を
受
け
取
ら
れ
た

方
か
ら
「
物
流
業
が
停
滞
し
な
い
よ

う
に
労
働
組
合
に
頑
張
っ
て
欲
し
い
」

「
送
料
無
料
な
ど
負
担
を
か
け
て
い

る
ん
で
す
ね
」
な
ど
、
声
を
か
け
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
運
輸
業

界
の
状
況
を
知
り
た
い
と
、
自
ら
テ
ィ
ッ

シ
ュ
を
貰
い
に
来
る
方
も
い
ま
し
た
。

２
時
間
の
宣
伝
行
動
で
１
５
０
０
個

の
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
布
し
、
参
加
者

も
達
成
感
の
あ
る
宣
伝
行
動
に
な
り

ま
し
た
。
今
後
も
わ
た
し
た
ち
運
輸

業
界
で
働
く
仲
間
の
実
態
を
訴
え
る

た
め
、
定
期
的
に
宣
伝
行
動
を
行
う

事
を
総
括
と
し
て
決
意
し
、
宣
伝
行

動
を
終
了
し
ま
し
た
。
【
東
京
ト
ラ
ッ

ク
部
会

事
務
局
長

上
村

誠
】

８
日
は
平
日
の
夜
、
沢
山
の

ペ
ン
ラ
イ
ト
が
揺
れ
る
な
か
、

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
で
白
く
浮
か
び

上
が
る
国
会
議
事
堂
。
「
高
市

総
理
は
憲
法
守
れ
」
「
武
力
で

平
和
は
つ
く
れ
な
い
」
コ
ー
ル

が
響
き
渡
り
ま
し
た
。
１
９
日

抗
議
行
動
は
２
０
１
５
年
に
安

保
法
制
が
強
行
採
決
さ
れ
た
時

か
ら
毎
月
途
絶
え
る
こ
と
な
く

続
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
さ
わ

や
か
な
陽
気
の
日
曜
日
、
年
代

も
性
別
も
様
々
な
人
が
本
当
に

た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

両
日
と
も
２
０
～
３
０
代
が
多

く
１
人
で
来
て
い
る
人
も
多
く

見
か
け
ま
し
た
。
後
方
か
ら
聞
こ
え

て
来
た
２
人
の
会
話
「
ど
こ
か
ら
来

た
の
？
」
「
〇
〇
か
ら
。
今
日
初
め

て
来
た
」
「
シ
ー
ル
ズ
の
時
は
家
で

ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
た
だ
け
だ
っ
た
け

ど
」
初
対
面
と
思
え
な
い
ほ
ど
、
ず
っ

と
続
い
て
い
ま
し
た
。
抗
議
だ
け
で

な
く
、
人
の
輪
を
つ
な
げ
て
い
く
こ

と
が
、
平
和
な
社
会
へ
と
つ
な
が
っ

て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
ぜ
ひ

国
会
前
行
動
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

【
副
執
行
委
員
長

村
上

久
美
子
】
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３
月
７
日
～
８
日
、
北
部
支
部
主
催

で
、
茨
城
県
東
海
第
２
原
発
視
察
ツ
ア
ー

を
催
し
総
勢
２
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
車
窓
か
ら
遠
く
に
煙

突
が
見
え
、
到
着
す
る
と
原
子
力
科
学

館
（
放
射
能
、
原
子
力
の
宣
伝
館
）
と

東
海
第
２
原
発
に
案
内
さ
れ
、
そ
の
前

で
説
明
を
受
け
た
後
、
記
念
撮
影
を
し

ま
し
た
（
ガ
ー
ド
マ
ン
に
注
意
を
受
け

ま
し
た
。
）
茨
城
第
２
原
発
は
１
９
７

８
年
に
運
転
が
開
始
さ
れ
、
２
０
１
１

年
の
東
日
本
大
震
災
の
津
波
に
よ
る
冷

却
機
能
の
故
障
に
よ
り
自
動
停
止
し
、

以
降
長
期
休
止
し
て
い
ま
す
。
近
年
で

は
、
２
３
年
と
２
５
年
に
火
災
が
発
生
、

又
、
建
設
中
の
防
潮
堤
に
施
工
不
備
が

発
覚
し
、
再
稼
働
は
未
定
に
な
っ
て
い

ま
す
。
茨
城
県
東
海
第
２
原
発
は
都
心

ま
で
約
１
０
０
Ｋ
ｍ
で
す
。
放
射
能
汚

染
物
質
は
数
１
０
０
Ｋ
ｍ
届
く
と
言
わ

れ
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
影
響
が
心
配

さ
れ
て
い
ま
す
。
原
発
は
１
基
造
る
の

に
１
～
４
兆
円
、
直
近
１
１
年
間
で
１

８
．
６
兆
円
か
か
っ
て
お
り
、
す
べ
て

電
気
料
金
に
加
算
さ
れ
て
い
ま
す
。
国

の
政
策
に
よ
る
原
発
推
進
を
い
つ
ま
で

も
続
け
て
い
て
は
地
球
に
や
さ
し
い
持

続
可
能
な
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
発
展
し

ま
せ
ん
。
次
の
日
は
、
近
く
の
筑
波
山

山
頂
の
一
つ
女
体
山
に
登
り
、
心
身
と

も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
た
。

【
北
部
支
部

委
員
長

鈴
木

俊
彦
】

■５月 １日（金）１０時～第９７回中央

メーデー／代々木公園、三多摩メーデー

１３時半～／井の頭公園西園競技場

■５月 ３日（日）憲法集会１３時～

／有明防災公園（有明駅・国際展示場駅）

■５月 ６日（水・祝）１２時～２０２６

年原水爆禁止国民平和大行進１日目

／東京夢の島公園（第五福竜丸展示館前）

■５月 ７日（木）９時３０分～２０２６

年原水爆禁止国民平和大行進２日目

／港区立芝公園（都営三田線芝公園駅）

組合掲示板

４
月
９
日
（
木
）
建
交
労
東
京
都
本

部
共
同
墓
所
の
会
は
、
高
尾
霊
園
の
墓

参
を
行
い
ま
し
た
。
高
尾
霊
園
は
１
９

６
８
年
に
全
日
自
労
池
袋
分
会
が
建
立

し
、
そ
の
後
土
砂
崩
れ
に
伴
い
場
所
を

移
動
し
２
０
２
０
年
に
北
部
支
部
と
池

袋
分
会
の
仲
間
が
墓
石
を
再
建
さ
れ
ま

し
た
。
現
在
、
運
営
を
東
京
都
本
部
共

同
墓
所
の
会
が
引
継
い
で
い
ま
す
。

当
日
は
、
高
尾
駅
改
札
に
集
合
し
、

タ
ク
シ
ー
で
５
分
の
高
尾
霊
園
に
到
着
。

墓
石
の
前
で
ご
先
祖
に
手
を
合
わ
せ
ま

し
た
。
墓
石
は
見
晴
ら
し
が
と
て
も
良

い
場
所
に
あ
り
、
季
節
柄
沢
山
の
桜
が

咲
い
て
心
地
良
い
墓
参
と
な
り
ま
し
た
。

墓
参
の
後
、
高
尾
駅
前
で
参
列
者
み
ん

な
で
お
食
事
を
し
ま
し
た
。
高
尾
霊
園

は
、
管
理
事
務
所
に
隣
接
す
る
会
場
で

法
事
や
お
斎
（
お
と
き
）
も
執
り
行
う

こ
と
が
出
来
ま
す
。
ま
た
、
高
尾
霊
園

の
他
に
、
私
た
ち
は
足
立
区
易
行
院
に

共
同
墓
所
を
管
理
し
て
お
り
、
こ
ち
ら

の
お
墓
は
全
日
自
労
足
立
分
会
が
建
立

し
、
２
０
２
１
年
に
東
部
支
部
足
立
分

会
の
仲
間
が
墓
石
を
改
修
さ
れ
ま
し
た
。

い
ず
れ
の
お
墓
も
、
組
合
員
と
そ
の
ご

家
族
は
、
ど
な
た
で
も
利
用
す
る
こ
と

が
出
来
ま
す
。
（
詳
し
く
は
建
交
労
東

京
都
本
部
共
同
墓
所
の
会
ま
で
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。
）

●
高
尾
霊
園
：
〒
1
９
３
‐
０
８
４
５

東
京
都
八
王
子
市
初
沢
１
４
２
５

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
４
‐
２
６
６
６
‐
７
０
０
６

●
浄
土
宗

易
行
院
（
い
ぎ
ょ
う
い
ん
）

〒
1
２
１
‐
０
８
０
１

東
京
都
足
立
区
東
伊
興
４
‐
５
‐
５

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
３
‐
３
８
９
９
‐
１
３
２
８


